
OB会 会 長 の 挨 拶

1闘 鳩 麟

器 元気でお過ごしてしょぅれ

金沢は毎日梅雨らしい天候が続き、先日は豪雨
に範わ

'L各
地でJ出腋は 3111のは みま

われました.早く梅雨が終わり(スカーッとし
た夏が持ち通しいの:よ 皆さんも私も、同じ気
持ちだと思いま九

釜轟暇 5■チ ぐ96蛋 義手妻)

金沢大学ワンダーフォーゲル部・OB会

5月 11日 0、 12日 佃)にOB山J渥生

業を計画しましたところ、沢山のOBの参加を

いただきました。お蔭で山小屋周辺峰 る

ようになりました

登り日は踏み段も新しくなり、小屋の周りに

は昔のようにテントが張れるようになり、ス

かまどの周りにはベンチを作り、ゆったりと食

事や雑議ができるようになりました.心残りと

いえばt水場の整備ができなかったことです。

でも安心して下さい。今秋の山小屋作業には

水場の整備が出来るようにと、水の取り入れ日、
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ホースの設置ルー トとホニスの長さなどを完璧

に議 し、

…

も撮ってきました。今秋の

有志諸君の作業でもって、鋼晴らしい水場が完

成するものと期待しています。

山小屋周辺の整備が完成した後は 高二郎
^

の登山道の整備、そして最終的にはヽ 自山へ続

く道の整備へと、夢は大きくなります。

"年
前

の金大フングルの目標であり、そして数年間チ

ャレンジした夢でもあったのがヽ 「自由へ咄

です。この「 決して実現できそうもない夢」を、

いつまでも大切にもっていたいものです。

話機 ります沢 この●7J嘔聯業の脚

に、地元の北国断聞夕刊に

「伝瀬μ瑶卸瞼国剣盾を  目 1聞誂の苺期隣

金大ワングル部とOB会」

の熱 写真とともに大きく掲載されました

その日はたいしたニュースがなかったためだっ

たのでしようが、私めのコメントも載らていた

ので、捕 に動 しました

翌日IL71運い行き、先発の皆さんに報告した

ところ、一様に感動を隠せませんでした。残念

・なのは、記嗜があたかも同行取材したわ 記事

あように私はうけとりましたがヽ 実際の記者は

机上でそれらしく書いただけだったのです。

CtBの説明で判明。写真も昨年の撮影で、北

国鋼間の月刊アクタスにも掲載さ社 もの

北国新聞は昔からあまり好きではな,つて、

「バカヤロー、ちやんと同行して書け1■

と心の中で叫んだことでした。でも、種 の活

動がヽわずかでも世の中に紹介さ払 審

られればヽ本当に嬉しいで九

最後に、秋の山小屋作業には沢山のOB諸君

の参加をお願いし、ス 期待しております。

勘

観臓コJ難 は、ランゲル創畿者の熱

修行のため住んでおります。 (半年ぐらいの修

業ときいております。)修行が満顧成議します

ようにお祈りします。   ・

<糊 明> 21期 竹中 敏

湿原で昼寝をしていると どこからかクマタカー できた所です。

昼寝をしている人物は 草むらの中に隠れていて見えません。

でも 私 は 盛 をしているので

クマタカが飛んできたことも知りません

2年ほど前に、八ケ岳のふもとの小さな彗

辻 まことという人のi動勲陽 りました。

山の中を放浪することを、面文で描いた人です。

そんなものをかいてみたいなと思っています。

編者注 3日のそよぎを頬に感じるような糧
‐‐、そして自然、の優しい、温かい日を

感じるイラストを何点も、働
～
めに送pFい

～
だきました。

丹念に描かれた剥田脚覇ほ額に入れ、フF′1打ちに疲れ
～
目と中 のに隠匿

させてもらっています。 (役得じゃ。文句あっか !):  ‐  i
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聞 5ア モリ平成8年 (1996年 )5月 41日  (土曜日〉

金
大
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
グ
ル
部
と
Ｏ
Ｂ
会
は
今
夏
か
ら
、
金
沢
市
の
犀

川
源
流
に
位
置
す
る
高
二
郎
山

（標
高

一
四
二

一
肩
）
で
登
山
道
の
整
備

に
乗
り
出
す
こ
と
を
決
め
、
Ｏ
Ｂ
十
七
人
が
十

一
日
、
荒
廃
の
現
状
調
査

犀 J

な
ど
に
着
手
し
た
。
高
二
郎
山
は
同
部
が
代
々
、
山
登
り
の
修

練
を
積
ん
だ
場
所
で
、
Ｏ
Ｂ
会
に
と

っ
て
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い
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と
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が
、
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で
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部
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登
山
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活
に
全
精
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。

整
備
や
小
屋
も
修
繕

ま
ず
現
状
調
査
に
着
手

II源流 ⊂)高 一 良椰山

プ
ナ
林
な
ど
の
原
生
的
で
豊

か
な
自
然
に
覆
わ
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た
高
二
郎

山
は
犀
川
ダ
ム
奥
の
二
又
川
と

倉
谷
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二
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で
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ャ
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で
、
山

登
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好
者
に
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力
的
な
山

と
し
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ら
れ
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。

金
大
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
グ
ル

部
は
長
年
に
わ
た
り
、
高

二
郎

山
を
訓

練
場
と
し
て

親
し

ん

で
き
た
。
新

入
部
員

は
先

輩

か
ら
テ
ン
ト
の
張
り
方
や
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ご

う
炊
飯

の
基
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び
、
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に
石
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て

斜

面
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登
る
と

い

っ
た
修

練
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の
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山
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Ｏ
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の
メ
ン
パ
ー

料
金
沢
市
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高
〓
郎

１１１

い
る
。

し
か
し
、
ひ
と
こ
ろ
は
百
人

を
超
え
た
部
員
が
三
十
人
近
く

に
減
少
し
、

北
ア
ル
プ
ス
な
ど

の
名
高
い
出
を
好
む
傾
向
も
強

ま
り
、
最
近
は
由
級
と
さ
れ
る

高
二
郎
山
を
登
る
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数
が
激
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た
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こ
れ
に
伴
い
高
二
郎
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登
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は
か

ん

本
で
覆
わ

れ
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歩
く
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が
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き
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こ
の
た
め
Ｏ
Ｂ
会
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今
生
二

月
の
役
員
会
で
話
し
合
い
、
現

役
部
員
と
と
も
に
高
二
郎
山
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登
山
道
の
整
備
に
乗
り
出
す
二

と
を
決
め
た
。
十

一
日
に
は
大

阪
、
福
島
、
岐
阜
な
ど

な
つ
駆

大

島
良
治
Ｏ
Ｂ
会
長
は

「
い

な
山
を
登

っ
て
き
た
が
、

二
郎
山
は
わ
れ
わ
れ
に
と

っ

一
番

思
い
出

深
い
山
で

あ

荒
れ
た
道
を
手
入
れ
し
た
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OB会 役 員 会 の 活 動 経 過

と OB‐ 関 係 I青報

(♯ は日時の確定していないもの)

12月 ♯  製本手配 GUID

♯  会報4号発送 り、富イD
%年 (平成 8り

2月 7日  OB会役員会通信m19発送

20日 金沢市予算折衝にて、高二郎登山道

に助成金がおりる見込みに。

お日 OB会役員会開催 仮野 舟田

JUII岡部 栂 劇

%日  OB会役員会通信NO"発送

会報号外・返信葉書ull飯局

発 塗ラベノ1/rTi■ 略か

轡 、ラベル作成 C謝
3月 18日  OB攀 針田)

4月 8日 OB会役員会通信Ю21発送

11日 金沢市スポーッ振興課へ挨拶

篠  舟田)

15日 OB会役員会通信N02発送

16日 OB小屋作業の打ち合わせ

帳野 舟田 岡部 現役主将老田)

21日  /J弩彊鷲号を道夢郵勝メ、C敬郭 程野II)

22日 小屋イ動 へ最終案内 綺 田)

OB会役員も無事に任期の半分を終えました。

任期前半の反省、並びに今後の方針について、

2月 23日、話し合いました。

斗く熱 の 発 行 0こ ― い 硬
=

「年 2回 と決めないで、年 1回や、時には年 3

回など、状況に応じてでもよいのでは」

「負担がかかるかもしれない力ヽ 年2回をベー

スとして維持したら。OB会の基盤であり、

普通のOBは会報でやっとつながっている状

態にあるし」

「経費的には年2回の発行ベースを維持してい

ける。それは、%周年の繰り越し金も合めた

残高から見て」
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5月 8日 最終打ち合わせ (辰野 岡部 舟田)

5月 11、 12日 第 1回 OB小屋作業

盤 参加 のべ銘名)

21日  参加者

…

と原稿依頼

21日  OB会役員会通官NO"発送

6月 5田  部誌BHの打ち合わせ 暁 田 西馬)

6月 14日 秋の小屋作業打ち合わせ

卿  舟田 岡部 脚 II

老田 阪本 西日 鰤

6月 19日  スポーッ振興課より春の作業分

16万円受け取る

6月 20日 田村さんBH滞饉 o日 を経過

6月 26日 OB会役員会通信Ю24発送

7月 ♯  発送ラベノИ勧支皓倉)

♯  会計報告・勇羹り、ラベル作成 (識
♯  一言通信葉書作成 (坂局

♯  会報印刷 (中JID

♯  襲本手西l aUD
♯  会場競ξl■Jll・ 久動

「会報経費の6割強が郵因臨 現在残高で発行

ペースを考えるより、会費未納者からのヌ、金

促進を試みるべき」

「現在の事務局が出していけるのなら、年2回

で進めていけばよい。その時の役員や事務局

がやれる範囲の中での判断でよい。」

一年 2回の発行ペースで今後も進める。

■三⊂)B年 会 費 0こ ― い て

「会員の6害1カ滞り、 ほとんどが 1万円の一i舌

純入っ年配OBや役員のいる代の期の:ん入、率が

高く、若い代の綿入力沙ない」

「会計年度は総会から総会まで。第 1回投員会



では、強制せず、総会直前には未納者に繰り返

しお願いをしてみる一ということだった」

「年 2回の会報を受け取り、最新の名簿情報が

得られる点ではメリットを受けている。会計報

告もきちんと行っている。郵送費に一番食われ

ている点では、任意というより、もっと強めに

お願いできるのでは」

「OBは忙しくて、ちょっと横に置いて忘れる

と力＼ いくつも請求がくるから、どれを払った

のかわからなくなってしまう。絶対払いたくな

いというOBはいないと思う。未納の人には、

未綿にあることをはっきり伝え、納入を促進す

る対策を講じてみたら」

「他の期のOBに催促しにくいようであれ0ま

各期代表からもお願いするということで、さら

にフォローしたら」

―丁度夏号は、振込用紙を同封する回。振込促

追型蛙量上りさん力ヽ 智恵を絞ることに。

■C役 員 会 ‐懇 親 会 0こ ― い 薫
=

αO月 の、OB役員と現役 3回生合同の飲み会)

「半年、新人の育成にあたった3回生を慰労す

る趣旨はよいのでι丸 こういう時にでも顔を合

わせないと、卒業してOBになっても何もわか

らない」

「現役の生の声を聞けるのは楽しいJ

「現役にもそれなりの励みになってもらえたら

嬉しい」

―継続します

*支 部 活 動 へ の 援 助

「東海ヮングル会は、役員の旅費、役員分の会

費、連絡費を援助した」

朦 ヮンゲル会など、今後地域のOB全体に

よびかける世話人が出てくれば連絡費を援助じ

たい」

一現時点では動きなじ

*3著 閥レヽ こ )ネ甫峰

1)小屋作業

「98年には小屋修夏金として男曝 集。94年、95

年:よ 各 5万円を小屋作業時に渡した」

一金沢市からの補助金について、全額を現役に

回し彼等の士気を高めてもらうc OB側の出費

はOB会費から出し、労力を奉仕するOBを、

他のOBは会安で応援すると解釈する。

2)部誌BH発刊への援助

「 5年分の原稿となると、今の現役だけの責任

とは、いえない。こ曖 の発f醐 は、次の

代の士気にも関わる」

「BH誌を同国する時には、別に千円の振込を

お願いするといったやり方もある」

―見積もりもでてぃなぃ状態で、援助額を検討

できる段階ではない力ヽ 発刊できる方向への援

助をする。

*KUWV関 係 者 と わ か る

フ ッ ′ベ ン な の 件

「あった方がよい」

「40周年事業にからめてみても」

*C)]B7到 肇 作 業 ここつ ぃ て

(こ の時:よ 第 1回の口時や、段取りをうちあ

わせ。詳しくlよ 本号の特集中に紹介)

独
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OB一 言 通 信

*田村 昭夫    3期
鑽 群

今年は私にとっては還暦の年です。

「友よ、われわれがこの世を去る時、生まれた

ときよりも世の中を少しなりともよくしていこ

うではないか」

(ハーシェル・英国天文学者 。1尉当0
それには自分にしか出来ないことを実行する

ことだと思います。

日本で唯一の世界に通用する大学、会津大学

は創立四年目を迎ハ、 いよいよ来年は第一期生

を世に出します。数少ないロジック ICの技術

者である彼等の未来に栄光あれ

「やまざと」4号動 く読ませていた

だきました。会津大学WVの顧間に就任。

*ゴヒ 正昭         3期

やまざと%冬号醍亀

編集諸氏の御努力に深謝致します。「月見の

宴」楽しく読ませていただきました。小生も参

加の意、強かったのです力ヽ 都合がつかず断念

しました。仙田兄が来られた由、かえすがえす

も不参加が残念でした。

来る年もOB諸兄姉にはますます御活躍され

んことを祈り、小生も壮健の気をもって事に当

たりたいと念じております。

*川島 勇    5期

「やまざと」楽しく拝見いたしました。最近

時間的余裕も出来ましたので、山歩きを改めて

楽しみ始めました。昨年は富士山、谷川岳、安

達太郎山等歩いてきました。今年もいくつ力藻

しみに計画しております。

*亀田 武     5期
「やまざと」ありがとうございました。いつ

も編集の係の皆様にはたいへんご苦労をおかけ

しております。

年に 1度力＼せいぜい2度の帰沢しか出来な
いため、OB会の活動に協力出来なくて申し訳

なく思っております。

*富田 征也    5期
やまざと4号楽しく読まさせていただきまし

た。青春時代にもどると同時に、心の中はいつ

迄も青春でいたいと思います。

皆様方のご健勝をお祈り致します。

*金岩 孜   5期
会報をお送り頂きありがとうございます。0

B活動を少しもイテっていないこと、申し訳なく

思っています。

WV活動で得られた経験・ネットヮーク等を

ボランティア活動にも役立てられるようになっ

てはどうでしょうヵゝ  (口出すのみで、足が伴
いませんが一)

*合津 尚     6期
「宴の記」を楽しく読ませていただきました。

昭和銘 9年の建設当時よリアクセスが不便にな

っている感じがして、驚きました。

マラソンは4111FH1 5分 でした。今年のシーズ

ンにあと2回エントリーしていますので、今度

は切れると思います。

*自井 勇     9期
会報 4号ありがとうございます。いつものこ

とながら役員の皆様にはお手数おかけ致します。

暫く山歩きから遠ざかっています力ヽ そろそ

ろ再開をと思っています。

■森川 功     11期
城はなくなった力ヽ 金沢の香りがする「やま

さと」ありがとう。

それにしても年 2回発行はたいへんでしょう。

自然体で長く続くことを期待しています。
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*藩 日 好   1棚

「やまざと」N04あ りがとうございます。現

役部員の数が少ないのに驚くと同時に、9ftの

若者の姿が厠映されているようなミ何か寂しい

思いが致します。先日四年ぶりに15期の坂尻さ

んと逢う機会があり、たいへん懐かしく我が青

春の日 が々思い起こされました。 彼はベテラ

…

の新 らしい酷 でした。)

12・ l― さんの住所変更お知らせしま九

*松林 知
二     5期

あけましておめてとうございます。旧年中は

いろいろお世話になりました。「やまざと」4

号ありがとうございました。「月見の宴Jの感

想はがきをパスしてしまい、心薔しく思ってい

ます
`

本年もアウトドアライフの復活に向けて活動

を再開したいと思っていますので、せむ咄 声ヽ

をかけて下さい。家族ともども本年もどうぞよ

ろしく調願いいたします.

*坂尻 患秀    I"田

やまざと4号ありがとうございました 正月

ののんびりした時間の中で読んでいます。

昨年輔 凛 帥 ― α欣 月見

は 穴水で開いた恒日の悧脱針‐■多くのこ

とがあり、多くの人の心の温かさが身にしみま

しりL本年もよろしくお目い致します。

*佐野 哲 雄    鰤期

栂氏 C19D出演の花の百名山「自山」な

TV視聰しました。

身近に知っている人が出ているだけでうれし

く思いました

*舟田 飾子    15期
字が下手なゆえに独学でものにしたワープロ

(その御蔭でOB会もやってこれたのですが .

柳の下のネズミならぬパソコンの方はそれだけ

の必要性がなく、今の所節税に貢献したのみ。

それにしても、英語o薄め畿手男坊 C7Jヽ 3)が

喜々としてテーマパークを拡大していく様を眺

めると、髪を染めても、レンズを替えても、頚

しきれない中身の老化をつきつけられてしまう。

あせるか?それとも骨童の身を磨いて鐘く光る

道を行くか‐‐?今はやっばりあせって講習をィ

受けに行く。

「次の可能性に手をかけておきたい |」 書̈頭

の温

*川饉 戯 目  1闘

「やまざと」ありがとうございます。

金沢樹剛ほ は

…

ぎました 山歩き

よりもネオン積をヮンデリングする毎日です。

H7年は夏に1湖胆晒で入院しました。そ

の間横井先輩の死を知り、ベッドの上で祈りつ

つ命あることに感謝しました。またいつか自山

を訪れたいと思い、忙しい日々に向かっていま

丸

*離門 執   17m
過日は会報「やまざと」を有り難うございま

した。この中 入アライドシグナル・

シドウシャキキコーボレーションに転動になり

ました。何

…

りましたら、今迄通

り浦和の方へお願い致します。

追伸 会費をお払いしてありませんので、ど

の様な支払い方法をしたらよろしいでしょうれ

入 金額もお願ι)いたします。

縛噛漏より ;郵便に薇 用紙をもらい、

郵梗振善口座 00780-3-14120

金沢大学ヮンダーフォーゲル部OB会

久 ご送金下さい。年会費曖 ,000円ですが

5年分―括 (総会を区切りとする5年単D
l万円で、できるだけお願いします。)

*社 藤 1  1棚

去ヽ 子供 CPJヽ 6、 小2)の議 で、ばっ

たり2040松下君に会い、メロ調い しく―
をしました。

金沢に行く機会がなく、OB会の催し|こ参加

出来ないのが残念です。

荼
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*佐野 吏

大学のインターネットにワングルのホームペ

ージを検討してみて下さい。部員同士、現役と

OB、 OBと OBの意見交換や違終に活用でき

ると思います。

*竹中 敏    21期
冬になると、会社の近くに、ルリけタキが山

からおりてきま九 暖かい日には、その声を聞

くこともあります。夏の南竜のあたりで聞いた

ことのある、あの声です。

*7JЧホ ]Lた     劉

住所:変わりましれ

電話 :変わりました。

勤め先 :変わりませた

本人 :相変わらず軟弱です。

Q

OB会をひっばっていって下さる皆様には敬服

しております。私も福隣に戻って4年目になり、

ようやく子供を連いて自山に登れるゆとりも出

てきました。104りにスキーにもイ予きました。

皆さんに比べて軟弱で残念です。

*酒井 智治    24H
韻 0・n一 九

サラリーマンをしているだけで慶れてる私に

とって、皆様のパワーには頭が下がる思いです。

「やまざと」、運動電車の中で、楽しく、懐か

しく、読ませて頂きま九     、

また、OB会を通じて、思い出の金沢との接

点を大切にしていきたいと思っています。

*荒戸 美雅    2コ田

日々の皆様のご活曜が「やまざと」を通して

生き生きと伝わってきて、こちらの方も元気に

なってしまいます。

金沢には年に1度ぐらいしか帰雀できないも

のですから、BHまで足をのばすには、事前に

妻への根回しが麟要です。ミッキーマウスでも

いたら、子供も喜ぶかもしれません (ゴメンナ

サイ).

そういえば、BHにいた強そうなアプはまだ

いるのでしょうれ

*軒l'酷   2湖    ‐

「エリー」のカレーセットを食ヽながら反省

会をし、 晴割日 のお好み焼き屋でドンチやン

騒ぎをし、「赤玉」のおでん星でしこたま飲

「第7ギ ョーザ」のホヮイトギョーザを買って
~FEに

戻った謝 か しく思いま九

*劉‖ 嶽   翻

妹 当地では記録的な大雪 (狙母が嫁いで

きてからも記憶にないという)に見舞われまし

た。困り切っている周りの人達の中で、私と大

は大喜びでラッセ′%雪山とは全く縁遠くなっ

ている日常に、思いがけずプレゼントされたく

朧 >でした。            _
今年雪い れる現役・oBの皆様の安全

をお祈りしています。

*藤日 章ミ 靖代

“

期

お忙しい中、いろいろお世話いただき本当に

ありがとうございま九

「やまざと」楽しく拝見させていただきまし

た。金沢、帰省する度k自山を眺めて懐かしむ

機 贅 九

OB、 現役の皆様のご健康とご
゛
多幸をお祈

り申し上げま九            |

*コ マ 1好   期

19981月 2日、男の子を出産しました。名

前は「大地 (だいつ 」です。おぉらかな男の

子に育って欲しいと思っています。

*土井 泰彦     28B
事務局の方 、々本当に御嗜労様です。九州に

いると金沢の臨 ほとんど入りませんので、

「やまざと」だけが頼りです。

1(りも日
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先日、結婚式で金沢に行きましたがヽ大学の

中へは全く入れず残念でした。      ・

昔の若さを思い出しながら、仕事の苦しい時

に励みにしている自分です。これからもよろし

くお願いします。  1‐

*iL村  久秀     28m
返事が遅くなりすみません。「やまざと」を

読むたびに学生時代を思い出します。そして皆

¨ り、自分も元気づけられます。

*渋谷 敏行     29B
明 見の割 の際l… 9皆さんヽ 準

備にご尽力いただいたOBの方々にはヽ 大変お

世話になり、ありがとうございました。

硼甲爾磁油膚に眠 私と同年代のOB移
数競加してもらえればと思います。

この11月 にめてたく妻帯者となり、以下のと

おり住所が変更となりました。

*野田 和裕     304
最近はパソコン通信やインターネットtの普及

で安価な

―

こなってきました

平成8年 (1 3月27日  (水菫口)

パソコンを所有しておられる方ならやってお

られる人もあると思いますので、 IDナ ンパー

等を撼載するのもいいかもしれませんbちなみ

に私はニフティサープID RXU00614

アマチュア無線もあります。」K3RTO  です。

両方ともあまり詳しくないですヵ、導入の際は

協力いたします。

*犠 紋  34B

いつも御苦労様です.学校で年度末にクラス

文集を作るだけでも非帯に面倒くさいのに、い
つも頭嚇下がりま九  K7Jヾ肇藪員のくせに面

倒くさがり星なんです。)|の文があの会報に

載るのかと思うと恥ずかしくて、ぃっも自紙で

した。絶対に載せないで下さい。

傷諸性トーでも、載せてしまいました。デリカ

シーの無れ編集人を責めて下さい。)
いつもただ慣ただしぃ社会生活の中で、のん

びりと自由だったぁのヮングル時代を蘇らせて
くれるこの会報を、大切に読まさせてぃただぃ
ていま九 本当にありがとらござぃま九

JL 国 幸斤
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金 沢 市 か ら の 登 山 道 傷 富 欄 彙 鍼 こ ―pい て

輛余曲所、思い違い、ヨ願翻閉嗜カットし0

*帥  "年 9月

“

日

月見の宴α鶉舗閣材墟雪キャンパスに■

「尾山祭」の挨拶を終えた山出市長がヽわざわ

ざ車を停めて、

「山ですか?」

と声をかけていかれる。この臥

膵魔颯鐙嘘道の修復もよろしく」

とお願いしたの八 きいたのかどうか‐‐?

*現役3回生との議親会の直前

ナカオ山岳会代表林正=氏より、「登山道の

修復に動いているようない だ 、誂

を出してやるように」という声が、市長から、

農林関係の部署にかかり、そこから自分に問い

合わせが入った。こちらば医王山のナカオ新道

以外に手を広げる気はなく、もし金大ヮングル

が高二郎の道に取り組むつもりがあれば、その

ように口をきいてきてもよいがとのご厚意あり。

懇親会お警そ現役に聞いてみると返事

*10H万日 [OB`鰹摩tと搬 3口障蟻

瑯 も個人も万年金欠で、是非お願いしたい」

とOinそ の聰t上馬さん、栂さんからは自

然環境特別保全地区であるがヽ そのあたりを金

沢市が行政サイドで解決しておいてくれるのか

の懸念あり。

林代表に返事を伝える。

*鱗 2

高二郎に∞万円がおりる見込み

り。と

す部署はスポーツ振興課

. r-rDfflEt:flL(, ao#ttffi#EEl
と、請け負う団体を決める段階であった。神

域と金額についてはt振興課が先に割り振り

してあるようだ。高二郎については、金沢市
長より、指定地域に加えるよう特に指示があ
ったらしい。 __

。窓口に来ているのがナ″ォ山岳会だったため

沢 担靖 はナカオ雌 と金大ワン

'ヽ連名での請負をキ霧▲ eく のご好意での日

間きだったのに。この時、今回1回限りでは

なく、維持していくための酒代程度の経続援

助も進言して下さったそうでつ

*4月 11日

5期稲葉さんより、スポーツ
ー

というこ

とであればt課長は自分の
―

■度ワンゲ

ルとして顔出ししてきましょう一とのことで、

篠 さバヘ n・Hヵ¶日受漸砕、

金子Ⅲ靡瓢諄よ 稲葉さんとは中学時代の同

級生。しかも5期山田 允さんに薦ゆられて山

靴を買い、■緒に医王山へ登ったこと、林 克

郎さん他のOBもご存知はことがわかる。さら

に、1担当の尾崎 敬志主査略 の出身という

ことで、|「もしや、B H13愕で取材した林業事

秦所,議|～|いうな摯―」「僕の親父です
よ」―・(リ ラリクスム■ド漂う)

ここで、名刺暦わりの紙片く金沢大学ワンダ

.フ ォーゲル部OB会事務局長 金沢ナカオ山

岳会会計 舟田節子>を出す.

「ああ、これでわかった一」
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(よ うするに、折衝に来ているのは、ナカオ、

請t墳うというのが金大ワンゲ′曜 、どう繋が

っているのか、どう請け負ってもらえばいいの

林 彼等の方もわかり辛かったものらしい)

fヮ ンイルけ だから困るとフ＼ OB抑
らかの細識として認められるものでないと困る

るとか、そんな点での不都冶があるんでしょう

′》オa」

「補助金は、本来は作業に出た個人に渡すもの

であって、何月何日にMIIたのラヘ 岬

者となってお金の受け渡しをするのか、それら

の報告がなされればよい。書発についても、代

表者名が分かればということになるので、不都

合はない」

「スポーツ振興課としては、市民に手頃な (高

=郎 ?)ハイキングコースを推奨していくとい

う立場で、そんなコースを整備している人理に

草苅代程度の補助金を出そう一がこのお金の趣

旨です」

「その程度の趣旨なので、もし
―

P―
がからんでくるようでしたら、これまでワンゲ

ルがやっていたことだし、そちらで話をつけて

おいて下さい」

収 写真を使い、高二郎の現況を説明する。

「これl■
‐‐一年ではとても融 すね」

「これてlよ これからも出していかんなんね」

(やった !)

「今年は まず旧道の方で、頂上まで行ける状

態にしてみて下さい。あとは状況を見ながら進

めてもらうことに」

稲葉さんの

「わしはもう馬力がなくて作業まで出れんけよ

いもヽがにならたら、一緒に行ってみようや」

「ほうや、わしも歩けるうちに歩かんなん」

で、なごやかにしめくくる。

500名 OBの存在がワンゲルの財産になれれば

―‐の願いが叶ったような嬉しいや った。

*5月 Jヽ屋作業直前

栂さんより

―
1彙 帥 給 上は 縮 してもらえる

とありがたい。議 にすると面嗣にので、「口

頭で確認した」とするの返事だった。

―
の方は な

‐¬耐璽剛ドいる。しかし、腱

地区をさわるのは秋になってからであり、秋に

なってから、私が作成しておきますの選靴

*6月 4日

舟田、ス摯―ツ

…

小屋

―

簿

を渡す。補助金額は鉤万円で決定:これ15000

円X∞人徴 している額にあること.紬 板

については今年は出ず、秋にでも必要な断折に

ついて報告を出して貫えば、次年度の予算に考

慮してみる。機 は半額相当を今月中に渡し、

残りは、秋の作業級に渡す―等を聞く。

鞣 さんにHIヽた話し普通補助金は申請額の半

額程度.それを見込んで申請したり、足りなけ

れば、次年度も申請したりする。この30F円 と

いう額は、こんなケースでlよ 「よく出したな」

といえるだけの額らしい。ちなみに、登山道修

復の人夫賃の相場は日当11000から12000L
その点でしよ 日4000円は半額程度のラインで

でてきた数字とみなせそう。)

*6月 14日

現役3年生と秋の小屋作業の打ち合わL勘
動 で確定したこと。秋の小屋作剰な

全額を現役に受け渡す轟

*6月 19日

鶏 ユ 16万円 6000X32● を届けにおい

でる.規定の報告用紙に、押印を集めておいて

欲しいとのこと。
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